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【目的】児童相談所から措置される被虐待児や愛着障がい、発達障がい、精神障がい、
非行など、養育者が困難を覚えやすい要保護児童を、自宅で起居を共にして養育する
専門里親（以下；里親）の中には、不幸にも虐待の加害者となってしまったり、関係
性を築きえぬまま不調による措置変更という形で里子との離別を経験させられる者が
少なくない。本研究では、不調による里子との離別を余儀なくされた里親夫婦が、そ
の体験とどのように向き合ったのかを明らかにしその背景について検討する。  
【用語の定義】不調による措置変更：里親家庭での養育が継続困難となり児童相談所
の措置により子どもが他の施設等に移動させられること。  
【研究方法】 1．被験者は、措置変更後5年以上経過し、不調による措置変更を体験し
ていることを当事者団体等で自ら公表している里親夫婦 2～3組。2．夫婦一組に対し1
時間半程度の半構成的インタビューを実施し、不調のエピソードに関連する印象に残
る出来事や思いとどのように向き合ったか、折り合いをつけたかについて夫婦の対話
形式で語っていただき録音した。3．逐語録の内容の質的分析をおこなった。  
【倫理的配慮】研究協力は任意、プライバシーの保護、辞退の権利と方法、研究の趣
旨を文書を用いて口頭で説明し、同意書にサインをいただいた。本研究は研究者所属
大学の倫理審査委員会の承認を得た。  
【結果】1．被験者は50後半～60代の夫婦3組計6名。2.不調による措置変更を体験した
里親夫婦の体験分析の結果、原文 234から第2コード26を経て9のカサブカテゴリーが抽
出され、最終的に【里子との離別による情動体験】【痛みを伴う自己洞察による離別
体験の意味の継続的な問い直し】【痛みを伴う自己洞察による離別体験のうけとめ】
の3つのカテゴリーが抽出された。被験者は、《突然子どもを奪われたことによる衝撃》
と《理不尽な形で子どもを奪われた事への怒り》により生じる【里子との離別による
情動体験】を経験していた。被験者は、《里子の能力の乏しさに対する無力感》《離
別体験の意味の継続的な確認》《離別体験について自問自答を繰り返す中での抑うつ》
《社会からの疎外感の自覚》により生じた【痛みを伴う自己洞察による離別体験の意
味の継続的な問い直し】を体験していた。被験者は、《里親家庭の持つ構造的限界の
自覚》《個人的課題への対峙による気づき》《自身の養育に対する意識の変化と気づ
き》により生じた【痛みを伴う自己洞察による離別体験のうけとめ】を体験していた。
【考察】被虐待児や愛着障害の子どもは、里親との関係性において虐待的な人間関係
を再現しやすい。特に里母は子どもの様々な行動化に対応しながら日常生活を廻さな
ければならならず、共同体の緊張が高まり、家族成員間で交わされるコミュニケーショ
ンや、担い合う役割が硬直化し、家族機能が不全状態になることと併せて、里親と里
子との共依存的関係がよりおこりやすい。里親の「自分たちはマイノリティーである
という自覚と高すぎる使命感」が、共同体の密室性を高めるという前述の悪循環を加
速しやすい。また、「里子の委託と里子の措置変更という正反対のベクトルの措置権
限を同時に持つ児童相談所に対して、里親は追いつめられた時ほど SOSを出せず深刻な
ジレンマに陥りやすい」という制度上の課題もある。このような背景が、不調による
措置変更により里子との離別を経験した里親の体験に色濃く影響を及ぼしていた。 
＊予算は計画通り執行。2014年6月日本精神保健看護学会にて発表予定。投稿準備中。 
